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松
山
犂
の
販
売

〜
創
業
初
期
〜

【
上
田
横
町
の
醋
屋
藤
か
ら
】

明
治
三
十
三
年
十
一
月
に
、
よ
う

や
く
納
得
の
い
く
双
用
犂
を
完
成
さ

せ
た
松
山
原
造
は
、
そ
の
年
の
十
二

月
に
上
田
横
町
の
金
物
商
で
あ
る
醋

屋
藤
に
鉄
板
の
注
文
を
し
、
犂
の
材

料
の
手
配
を
始
め
ま
す
。
翌
明
治
三

十
四
年
三
月
八
日
に
二
ヶ
月
を
費
や

し
た
「
単

双
用
犂
」（
た
ん
ざ
ん

そ
う
よ
う
り
）
の
特
許
申
請
の
書
類

が
整
っ
て
、
特
許
庁
に
宛
て
て
発
送

し
ま
し
た
。
そ
の
足
で
醋
屋
藤
の
主

人
で
あ
る
南
川
藤
兵
衛
を
訪
ね
、
製

作
に
つ
い
て
の
相
談
を
し
、
三
月
十

四
日
に
は
単

双
用
犂
の
委
託
販

売
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

醋
屋
藤
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
製
造

販
売
が
始
ま
っ
た
明
治
三
十
四
年
に

お
い
て
は
、
松
山
犂
の
唯
一
の
販
売

店
で
し
た
。
原
造
は
ま
た
上
田
の
鍛

冶
屋
中
村
六
郎
に
犂
先
や
金
具
の
製

作
を
依
頼
し
て
、
そ
れ
を
取
り
寄
せ

て
、
取
り
付
け
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

中
村
六
郎
の
と
こ
ろ
で
も
何
台
か
取

り
扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

明
治
三
十
四
年
五
月
二
日
に
、
養

父
田
中
新
太
郎
の
手
が
け
た
事
業
で

あ
る
東
筑
摩
郡
波
多
村
（
現
　
波
田

町
）
の
黒
川
新
堰
の
開
通
式
に
立
ち

会
う
た
め
に
出
か
け
た
原
造
は
、
こ

の
折
に
双
用
犂
の
普
及
を
は
か
ろ
う

と
、
前
も
っ
て
犂
を
波
多
村
に
送
付

し
て
お
い
た
の
で
、
開
通
式
の
翌
日

に
東
筑
摩
郡
の
農
事
巡
回
教
師
で
あ

る
長
沼
信
吉
に
試
用
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
機
能
を
賞
賛
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
波
多
村
で
は
、

岡
沢
亀
太
郎
が
双
用
犂
を
販
売
し
、

波
多
村
下
ハ
タ
の
塩
原
福
一
は
、
明

治
三
十
六
年
五
月
に
二
十
九
台
も
販

売
し
て
、
そ
の
後
塩
原
福
一
は
十
月

か
ら
特
約
販
売
の
契
約
を
し
て
い
ま

す
。記

念
館
に
収
蔵
す
る
『
明
治
三
十

四
年
以
降
　
特
許
単

双
用
犂
販

売
先
』
と
い
う
綴
り
に
は
、
明
治
三

十
四
年
か
ら
三
十
九
年
の
出
荷
先
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地

域
ご
と
に
、
購
入
者
の
住
所
・
氏
名

を
記
録
し
た
も
の
で
、
出
荷
日
と
と

も
に
製
造
番
号
も
付
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
金
物
商
を
通
し
た
販
売
も

注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
松
山
犂
が

創
業
初
期
に
ど
の
よ
う
に
普
及
し
て

い
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
松
山
犂
の
販
売
店
を
中
心
に
創

業
初
期
の
犂
販
売
に
つ
い
て
探
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

【
上
田
の
山
崎
商
店
】

小
県
郡
で
は
、
明
治
三
十
五
年
に

な
る
と
上
田
横
町
の
醋
屋
藤
の
扱
い

は
わ
ず
か
と
な
り
、
上
田
町
松
尾
町

の
山
崎
鷹
次
郎
の
経
営
す
る
山
崎
商

店
の
扱
い
が
増
え
ま
す
。
明
治
三
十

五
年
の
単

双
用
犂
の
総
出
荷
数

五
十
六
台
の
う
ち
十
台
を
販
売
し
、

翌
三
十
六
年
は
十
二
台
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
上
田
町
で
は
、
児
玉

商
店
や
関
口
義
兵
衛
の
経
営
す
る
関

口
金
物
店
で
も
扱
い
、
薬
鑵
屋
志
津

衛
の
経
営
す
る
神
川
村
大
屋
の
薬
鑵

屋
商
店
と
い
う
と
こ
ろ
も
わ
ず
か
扱

い
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ル
通
に
よ
る

松
山
犂
の
大
屋
代
理
店
も
明
治
三
十

六
年
秋
に
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

【
伊
藤
商
会
に
発
売
権
を
嘱
託
】

明
治
三
十
六
年
十
月
に
は
、
伊
藤

傳
兵
衛
の
経
営
す
る
伊
藤
商
会
と
松

山
犂
発
売
権
嘱
託
契
約
を
結
ん
で
い

ま
す
。
伊
藤
商
会
は
、
こ
の
年
大
日

本
人
造
肥
料
株
式
会
社
の
取
次
所
と

し
て
新
製
品
で
あ
る
人
造
肥
料
の
取

扱
い
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
犂
の

製
作
に
関
し
て
も
面
倒
を
見
る
と
い

う
条
件
で
、
総
支
配
人
格
で
原
造
を

雇
い
ま
し
た
。
郡
の
農
事
教
師
と
し

て
活
躍
し
て
き
た
原
造
は
、
肥
料
の

知
識
の
あ
る
の
は
も
と
よ
り
先
進
の

農
業
技
術
を
実
践
し
て
き
た
ひ
と
な

の
で
、
伊
藤
商
会
に
と
っ
て
も
手
堅

い
人
材
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
商
会
で
の
報
酬
は
、
月
給
十
五

円
の
上
に
犂
が
一
台
売
れ
る
と
八
十

五
銭
が
特
許
証
主
で
あ
る
原
造
に
支

払
わ
れ
る
な
ど
の
契
約
で
し
た
が
、

二
年
後
の
明
治
三
十
八
年
九
月
に
こ

れ
を
解
約
し
、
再
び
独
立
し
犂
の
製

造
販
売
に
専
心
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。原

造
が
伊
藤
商
会
と
松
山
犂
の
販

売
権
嘱
託
契
約
を
結
ん
だ
の
に
は
、

特
許
を
よ
う
や
く
取
得
し
た
も
の
の

販
路
を
見
出
せ
ず
に
い
た
の
で
、
当

時
上
田
に
お
い
て
は
大
手
の
総
合
商

社
で
あ
っ
た
伊
藤
商
会
の
看
板
を
後

ろ
盾
に
販
路
を
広
げ
よ
う
と
考
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
先
の

『
特
許
単

双
用
犂
販
売
先
』
か
ら

み
る
と
、
伊
藤
商
会
を
窓
口
に
し
て
、

販
売
数
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
と
に
、
東
筑
摩
郡
波
多
村

の
塩
原
福
一
や
諏
訪
郡
原
村
の
小
池

頼
次
・
小
池
清
蔵
や
県
外
で
は
新
潟

県
古
志
郡
長
岡
市
の
丸
山
仁
太
郎
と

契
約
し
た
特
約
販
売
が
順
調
に
売
上

を
伸
ば
し
犂
の
販
売
が
軌
道
に
乗
っ

て
き
た
の
で
、
販
売
に
際
し
て
条
件

の
多
い
伊
藤
商
会
か
ら
独
立
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
明
治
三
十
八
年
に
上

田
か
ら
再
び
小
県
郡
和
村
（
現
　
東
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部
町
）
に
居
を
移
し
、
翌
明
治
三
十

九
年
六
月
、
養
父
で
あ
っ
た
田
中
新

太
郎
の
分
家
跡
に
本
格
的
な
工
場
を

新
築
移
転
し
て
「
松
山
犂
製
作
所
」

と
改
名
し
、
い
よ
い
よ
経
営
に
専
心

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
小
諸
】

北
佐
久
郡
で
は
、
小
諸
町
の
柳
田

茂
十
郎
が
経
営
す
る
柳
田
商
店
が
明

治
三
十
五
年
か
ら
取
扱
い
を
始
め
、

明
治
三
十
九
年
ま
で
に
北
佐
久
郡
下

に
三
十
四
台
販
売
し
て
い
ま
す

【
諏
訪
郡
】

諏
訪
郡
で
は
明
治
三
十
六
年
四
月

に
北
山
村
の
矢
崎
源
治
が
取
扱
い
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
年
は
諏
訪
郡
農

会
で
買
い
上
げ
ら
れ
、
畜
力
耕
奨
励

の
た
め
の
講
習
会
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
の
十
月
、
原
村
の
清
水
住

作
・
小
池
頼
次
が
特
約
販
売
を
始
め
、

次
第
に
扱
い
が
増
え
明
治
三
十
七
年

に
な
る
と
原
村
内
で
一
年
に
四
十
台

も
購
入
さ
れ
、
原
村
の
開
墾
に
使
用

さ
れ
ま
し
た
。

諏
訪
郡
に
あ
っ
て
は
明
治
三
十
九

年
ま
で
に
三
百
三
十
三
台
も
普
及
し
、

特
に
そ
の
中
で
も
原
村
は
七
十
二
台
、

富
士
見
村
は
二
十
二
台
購
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
開
墾
の
時
代
に
重
な
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
諏
訪
で

の
普
及
台
数
が
多
い
理
由
の
ひ
と
つ

に
、
諏
訪
郡
長
山
中
助
蔵
の
存
在
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
山
中
氏
は
、
原

造
が
埴
科
郡
の
農
事
教
師
を
し
て
い

た
時
に
埴
科
郡
長
職
に
あ
り
、
原
造

が
双
用
犂
を
考
案
し
た
時
に
実
演
を

見
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
、「
大
賛

成
ヲ
得
」
た
と
日
記
に
も
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
原
造
は
、
埴
科
郡
の
農
事

教
師
を
退
職
後
、
犂
の
製
造
に
取
り

か
か
り
、「
単

双
用
犂
」
の
特
許

を
取
得
し
た
時
に
は
、
諏
訪
郡
長
に

な
っ
た
山
中
氏
に
さ
っ
そ
く
報
告
の

手
紙
を
書
い
て
い
る
ほ
ど
信
奉
し
、

ま
た
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、

松
山
犂
の
諏
訪
郡
で
の
普
及
に
は
、

山
中
郡
長
の
お
声
掛
か
り
が
き
っ
と

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て

い
ま
す
。

【
埴
科
郡
】

埴
科
郡
で
は
、
明
治
三
十
四
年
四

月
か
ら
六
月
に
か
け
て
原
造
の
農
事

教
師
時
代
の
農
家
が
相
次
い
で
購
入

し
た
の
に
始
ま
り
、
明
治
三
十
四
年

七
月
に
埴
科
郡
農
会
で
、
買
い
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
販
売
は

そ
れ
ほ
ど
伸
び
て
は
い
ま
せ
ん
。

【
更
級
郡
】

三
十
七
年
三
月
か
ら
更
級
郡
稲
荷

山
町
の
田
中
敬
三
郎
の
経
営
す
る
田

中
商
店
が
特
約
販
売
店
と
な
り
、
同

じ
稲
荷
山
町
で
は
米
屋
幸
吉
も
扱
い

ま
し
た
。

【
東
筑
摩
郡
】

東
筑
摩
郡
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
明
治
三
十
四
年
に
波
多
村
か
ら

普
及
が
始
ま
り
、
黒
川
堰
の
開
堰
に

よ
り
、
波
多
・
山
形
村
が
潤
さ
れ
、

新
田
開
発
が
進
ん
で
い
っ
た
様
子
が

犂
の
普
及
台
数
か
ら
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
山
形
村
に
は
、
塩
原
福

一
の
扱
い
で
明
治
三
十
六
年
五
月
か

ら
普
及
が
始
ま
り
ま
し
た
。
塩
原
の

特
約
販
売
に
よ
り
、
波
多
・
山
形
村

で
は
明
治
三
十
九
年
ま
で
に
六
十
六

台
普
及
し
ま
し
た
。

【
北
安
曇
郡
】

北
安
曇
郡
で
は
、
明
治
三
十
七
年

に
松
川
村
の
海
川
直
久
が
購
入
し
た

の
に
始
ま
り
、
海
川
直
久
は
そ
の
後

明
治
三
十
八
年
四
月
に
特
約
販
売
店

と
な
り
、
松
川
村
を
中
心
に
明
治
三

十
九
年
ま
で
に
三
十
四
台
売
っ
て
い

ま
す
。

【
上
伊
那
郡
農
会
】

上
伊
那
郡
で
は
、
明
治
三
十
四
年

九
月
に
伊
那
富
村
の
上
島
寛
光
が
購

入
し
た
の
に
始
ま
り
ま
す
。
上
伊
那

で
は
そ
の
後
、
藤
沢
村
の
荒
町
農
談

会
で
明
治
三
十
五
年
三
月
に
買
い
上

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
浸
透

し
て
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
三

十
八
年
秋
か
ら
上
伊
那
郡
農
会
の
扱

い
で
南
向
村
や
美
篤
村
役
場
な
ど
に

買
い
上
げ
ら
れ
た
の
を
き
っ
け
に
、

翌
三
十
九
年
ま
で
上
伊
那
郡
農
会
と

は
二
十
六
台
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
三
十
九
年
に
下
伊
那
郡
農
会
で

も
四
台
の
取
引
が
あ
り
ま
し
た
。

﹇
長
野
県
外
へ
の
普
及
﹈

明
治
三
十
四
年
に
新
潟
県
、
明
治

三
十
六
年
に
大
阪
府
・
福
島
県
、
明

治
三
十
七
年
に
山
梨
県
・
東
京
府
・

奈
良
県
・
群
馬
県
・
埼
玉
県
・
茨
城

県
・
福
井
県
、
明
治
三
十
八
年
に
北

海
道
・
富
山
県
・
佐
賀
県
・
石
川
県
・

栃
木
県
の
順
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

国
外
で
は
、
明
治
三
十
八
年
秋
に
川

崎
藤
太
郎
と
い
う
人
に
よ
っ
て
韓
国

全
羅
道
に
二
台
持
ち
こ
ま
れ
て
い
ま

す
。
県
外
へ
の
普
及
量
は
、
明
治
三

十
九
年
の
時
点
で
は
新
潟
県
・
富
山

県
・
石
川
県
へ
の
出
荷
は
多
い
で
す

が
、
他
は
数
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。

【
新
潟
県
古
志
郡
一
手
販
売
・
丸
山

仁
太
郎
】

新
潟
県
で
は
、
明
治
三
十
四
年
七

月
に
古
志
郡
長
岡
町
の
新
潟
県
農
事

試
験
場
に
納
入
し
た
の
に
始
ま
り
、

明
治
三
十
六
年
三
月
か
ら
長
岡
町
の

近
藤
九
満
治
が
扱
っ
て
次
第
に
購
入

者
が
増
え
ま
し
た
が
、
明
治
三
十
七

年
十
月
か
ら
長
岡
市
の
丸
山
仁
太
郎

が
特
約
販
売
の
契
約
を
結
び
、
彼
は

明
治
三
十
八
年
に
は
九
十
二
台
、
明

治
三
十
九
年
に
は
百
台
を
販
売
し
、

明
治
三
十
九
年
ま
で
に
二
百
三
十
一

台
を
古
志
郡
を
中
心
と
し
た
地
域
に

普
及
さ
せ
ま
し
た
。

【
富
山
県
砺
波
郡
・
加
賀
見
孝
三
】

富
山
県
に
は
、
明
治
三
十
八
年
加

賀
見
孝
三
が
購
入
し
た
こ
と
に
始
ま

り
、
そ
の
後
加
賀
見
孝
三
は
、
明
治

三
十
九
年
二
月
に
特
約
販
売
の
契
約

店
と
な
り
、
以
後
砺
波
郡
の
一
手
販

売
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
治

三
十
九
年
ま
で
に
五
十
三
台
を
取
扱

っ
て
い
ま
す
。

埴
科
郡
・
小
県
郡
の
農
事
教
師
時

代
の
縁
故
か
ら
始
ま
っ
た
単

双

用
犂
の
販
売
は
、
明
治
三
十
七
年
以

降
に
は
特
約
販
売
店
に
よ
り
販
売
台

数
が
伸
び
、
明
治
三
十
九
年
末
に
は

製
造
番
号
が
千
六
百
七
十
三
を
数
え

る
に
至
り
ま
し
た
。

（
学
芸
員
　
田
中
寿
子
）
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松
山
原
造
の
明
治
三
十
四
年
の

日
記
に
東
筑
摩
郡
波
多
村
（
昭
和

八
年
以
降
「
波
田
」
と
改
め
ら
れ

る
）
の
黒
川
新
堰
の
開
通
式
に
立

ち
会
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
黒
川
新
堰
の
開
削
に
つ
い

て
は
、
原
造
の
養
父
で
あ
る
田
中

新
太
郎
の
手
が
け
た
事
業
の
ひ
と

つ
で
あ
る
こ
と
は
『
原
造
翁
評
伝
』

に
も
記
さ
れ
、
ま
た
松
山
潔
氏
の

講
演
会
『
父
　
松
山
原
造
を
語
る
』

で
も
、「
原
造
は
、
波
多
村
の
黒

川
新
堰
の
開
削
事
業
を
手
伝
い
、

集
金
な
ど
し
て
廻
っ
た
」
と
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

波
多
村
に
は
堰
の
開
通
記
念
の

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞

い
て
い
た
の
で
、
一
度
観
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
波
多
町
役

場
の
土
地
改
良
区
に
問
い
合
わ
せ

を
し
た
と
こ
ろ
、「
黒
川
堰
は
、
確

か
に
波
田
町
を
通
っ
て
い
ま
す
が
、

管
理
は
末
流
の
山
形
村
が
し
て
い

る
の
で
、
山
形
村
の
黒
川
堰
土
地

改
良
区
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
下

さ
い
。
開
通
記
念
の
碑
は
山
形
村

に
何
カ
所
か
あ
り
、
黒
川
堰
の
開

通
百
年
の
記
念
誌
も
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。」
と
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

早
速
、
山
形
村
役
場
内
の
「
黒

川
堰
土
地
改
良
区
」
と
い
う
部
所

に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
み
る
と
、

『
田
中
新
太
郎
』
と
い
う
名
前
は
、

ま
っ
た
く
語
り
継
が
れ
て
い
な
い

様
子
で
し
た
。
田
中
新
太
郎
が
当

時
で
五
万
円
と
い
う
資
金
を
つ
ぎ

込
み
、
よ
う
や
く
東
筑
摩
郡
波
多

村
の
堰
を
完
成
さ
せ
た
と
伝
え
聞

い
て
い
た
の
で
、
記
念
館
で
収
蔵

す
る
黒
川
堰
に
関
す
る
資
料
を
提

供
し
て
黒
川
堰
の
歴
史
を
補
足
し

な
け
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
記
念
館
に
は
、
黒
川
堰
の
取

水
口
予
定
地
を
撮
っ
た
写
真
二
点

や
開
通
日
の
様
子
を
記
し
た
原
造

の
日
記
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
、
黒
川
堰
の
開
通
百
年
記
念

誌
を
分
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

開
通
百
年
記
念
誌
『
黒
川
堰
』

に
は
、
開
削
事
業
が
江
戸
時
代
の

終
わ
り
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
、

地
形
上
や
地
質
上
の
要
因
か
ら
困

難
を
極
め
、
挫
折
の
繰
り
返
し
で

工
事
請
負
人
も
幾
た
び
か
替
わ
っ

て
、
よ
う
や
く
明
治
二
十
六
年
に

山
形
村
ま
で
の
通
水
が
わ
ず
か
な

が
ら
叶
い
、
そ
の
後
明
治
三
十
二

年
に
小
県
郡
和
村
（
現
　
東
部
町
）

の
田
中
新
太
郎
・
児
玉
彦
助
・
田

中
甲
子
次
郎
の
三
人
が
工
事
請
負

人
と
な
り
、
明
治
三
十
四
年
に
事

業
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
開
通
記
念

碑
は
村
内
の
四
ヶ
所
に
建
て
ら
れ
、

節
目
ご
と
に
事
業
関
係
者
の
功
績

に
感
謝
し
、
祭
典
を
し
て
い
る
こ

と
も
記
念
誌
に
は
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

山
形
村
の
人
た
ち
に
主
に
苦
難

の
歴
史
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
よ

う
に
、
村
内
に
残
る
碑
文
に
も
、

事
業
を
始
め
た
人
た
ち
の
こ
と
や

挫
折
の
様
子
が
記
さ
れ
、
明
治
二

十
六
年
に
通
水
で
き
た
こ
と
ま
で

し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
数

年
後
の
大
規
模
な
事
業
展
開
に
よ

る
堰
の
完
成
に
つ
い
て
ま
で
記
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
残
念
に
思

い
ま
し
た
。

波
多
村
・
山
形
村
は
、
梓
川
右

岸
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
り
、
鉢
盛

山
の
山
麓
に
あ
っ
て
な
だ
ら
か
に

傾
斜
し
た
と
こ
ろ
に
、
比
較
的
平

松
山
原
造
と
黒
川
堰

【
原
造
と
黒
川
堰
】

【
開
堰
の
記
念
碑
】

【
困
難
を
極
め
た
開
削
工
事
】

【
竹
田
の
粟
め
し
】

五
月
二
日

晴
天
　
暖
カ
ク
終
日
風
ナ
ク

午
前
五
時
三
十
分
発
足
　
新

堰
ノ
上
流
ニ
至
リ
通
水
ヲ
始
ム

此
堰
ノ
延
長
三
里
十
五
丁
余
ニ

シ
テ
ト
ン
子
（
ね
）
ル
数
九
ヶ

所
　
延
長
千
五
十
間
余
埋
ヒ

四
ヶ
所
ニ
テ
三
百
七
十
間
余
ニ

テ
皆
数
十
丈
ノ
山
ノ
半
腹
ニ
作

リ
　
殊
ニ
岩
山
ニ
シ
テ
一
歩
踏

ハ
ヅ
ス
ト
キ
ハ
身
体
分
砕
セ
ラ

ル
ル
如
キ
ア
ヤ
ウ
キ
処
ヲ
通
シ

其
水
間
ヲ
開
ク
ル
ト
キ
ハ
数
十

丈
ノ
滝
ヲ
直
チ
ニ
作
ル
　
其
愉

快
ナ
ル
事
類
ナ
シ
　
両
田
中
氏

及
児
玉
氏
ノ
苦
心
セ
ル
黒
川
新

堰
ナ
リ
　
八
時
三
十
分
水
ヲ
入

レ
　
末
流
武
田
耕
地
ニ
至
ル
十

二
時
ナ
リ
　
此
開
田
町
歩
現
在

百
町
歩
余
ニ
シ
テ
旧
時
ノ
畑
地

今
ハ
稲
田
ニ
変
シ
ツ
ツ
ア
ル
ナ

リ
　
武
田
宮
坂
氏
方
ニ
テ
昼
飯

ヲ
済
シ
　
午
后
四
時
宿
ニ
返
リ

犂
ヲ
持
チ
行
キ
塩
原
福
一
氏
ノ

苗
代
ニ
於
テ
新
器

往
訪
…
武
田
・
宮
沢
・
東
国
屋

明
治
三
十
四
年
　

原
造
の
日
記
か
ら
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坦
で
広
大
な
農
地
を
有
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
村
の
上
部
に
あ
た

る
唐
沢
地
区
な
ど
は
近
く
の
沢
水

を
使
い
稲
作
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

下
方
の
竹
田
地
区
な
ど
は
、
水
利

に
恵
ま
れ
ず
、
畑
作
し
か
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
ヒ
エ
や
粟
な
ど
の

雑
穀
を
常
食
と
し
て
い
た
の
で

「
竹
田
の
粟
め
し
」
と
冷
や
か
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
開
堰
に
よ

る
引
水
は
、
こ
の
地
域
の
人
々
の

永
年
に
わ
た
る
念
願
で
し
た
。
そ

の
後
の
明
治
三
十
九
年
ま
で
の
開

堰
事
業
に
よ
っ
て
竹
田
で
は
八
十

五
町
歩
が
開
田
さ
れ
、
山
形
村
の

中
で
は
も
っ
と
も
水
田
に
恵
ま
れ

た
地
域
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ま
た
昭
和
四
十
六
年
の
中
信
平
農

業
水
利
事
業
に
よ
っ
て
水
源
を
梓

川
に
転
換
し
、
昭
和
五
十
年
代
に

は
水
路
改
修
も
行
わ
れ
、
現
在
で

は
、
百
五
十
一
町
歩
の
田
を
潤
し

て
い
ま
す
。

黒
川
堰
の
開
削
は
、
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

村
の
願
人
が
資
金
を
出
し
合
っ
て

開
削
工
事
に
と
り
か
か
っ
た
も
の

の
、
黒
川
の
上
流
部
で
は
急
峻
な

岩
山
に
暗
渠
や
隧
道
を
通
す
難
工

事
で
あ
っ
た
た
め
、
費
用
が
か
さ

み
請
負
業
者
が
破
産
す
る
な
ど
事

業
経
営
を
軌
道
に
載
せ
る
こ
と
が

で
き
ず
に
、
工
事
請
負
人
も
幾
多

と
な
く
変
わ
り
ま
し
た
。
よ
う
や

く
、
明
治
二
十
六
年
に
仮
通
水
を

行
う
ま
で
に
な
り
ま
す
が
、
堰
の

形
は
で
き
て
も
想
定
し
た
ほ
ど
の

水
量
は
な
く
、
わ
ず
か
の
通
水
で

こ
の
と
き
は
、
十
町
歩
し
か
開
田

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
の

田
中
新
太
郎
ら
に
よ
る
開
堰
事
業

の
様
子
は
『
黒
川
堰
』
に
詳
し
い

の
で
、
以
下
に
抜
粋
し
ま
す
。

「
失
意
に
沈
ん
で
い
る
明
治
三

十
二
年
二
月
、
新
た
な
る
事
業
引

受
人
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
三
人

は
小
県
郡
和
村
の
、
醤
油
製
造
業

児
玉
彦
助
（
四
十
八
歳
）、
酒
造
業

田
中
新
太
郎
（
三
十
六
歳
）、
弁
護

士
田
中
甲
子
次
郎
（
三
十
五
歳
）

で
あ
っ
た
。
身
元
調
査
を
し
、
財

産
家
で
あ
っ
た
の
で
、
全
員
異
議

な
く
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

三
人
の
引
受
人
は
直
に
「
黒
川

新
堰
工
業
組
合
」
を
結
成
し
、
工

事
に
着
手
す
る
の
で
あ
る
。
中
村

中
の
代
理
人
に
持
ち
逃
げ
さ
れ
た

金
千
円
を
借
り
主
に
払
い
、
千
円

を
上
赤
松
へ
供
託
、
波
多
堰
の
常

備
金
と
し
て
八
千
円
を
供
託
、
そ

の
う
え
、
数
千
円
の
工
事
費
用
を

用
い
て
開
削
を
行
い
、
通
水
し
て

い
る
。

こ
の
三
人
の
資
力
、
事
務
能
力

は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

林
伊
右
エ
門
親
子
が
未
整
理
の
ま

ま
郷
里
へ
引
き
上
げ
て
以
来
、
手

付
か
ず
で
あ
っ
た
様
々
な
残
務
を

整
理
し
、
着
々
と
水
路
の
改
修
を

行
っ
て
い
る
。
三
十
三
年
に
は
山

形
開
田
の
申
込
み
を
促
し
、
五
月

三
十
日
通
水
し
、
二
十
五
町
歩
を

開
田
し
て
い
る
。
竹
田
開
田
者
大

い
に
歓
喜
し
、
水
神
社
を
竹
田
村

に
設
置
し
た
。

翌
三
十
四
年
に
は
、
追
平
よ
り

黒
川
沢
に
至
る
二
百
余
間
の
追
平

隧
道
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

工
事
に
よ
り
用
水
を
安
定
供
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

工
業
組
合
も
一
反
歩
に
付
き
三
十

五
円
の
水
代
金
を
徴
収
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。」

後
日
、
黒
川
堰
通
水
百
年
の
記

念
碑
を
訪
ね
た
際
に
黒
川
堰
土
地

改
良
区
理
事
長
の
古
川
敏
夫
氏
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
話
を

伺
い
な
が
ら
、
山
形
村
の
人
た
ち

の
完
成
ま
で
の
黒
川
堰
に
托
し
た

熱
い
思
い
を
実
感
し
ま
し
た
。
先

人
た
ち
の
苦
難
克
服
の
歴
史
が
あ

っ
て
い
ま
自
分
た
ち
が
米
を
食
べ

ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
を
し
な
が
ら
、

節
目
ご
と
に
盛
大
に
式
典
を
行
い
、

山
形
村
の
人
々
が
永
い
水
不
足
か

ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
水

利
事
業
の
恩
恵
を
忘
れ
な
い
誓
い

の
場
と
し
て
き
た
こ
と
に
、
深
く

感
銘
し
ま
し
た
。

黒
川
堰
土
地
改
良
区
に
は
記
念

館
に
収
蔵
す
る
黒
川
堰
に
関
す
る

写
真
資
料
や
開
通
式
の
当
日
の
日

記
な
ど
を
持
参
し
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
田
中

新
太
郎
の
孫
の
妻
に
あ
た
る
田
中

美
枝
さ
ん
と
児
玉
彦
助
の
曾
孫
に

あ
た
る
児
玉
欣
二
さ
ん
を
訪
ね
、

山
形
村
黒
川
堰
土
地
改
良
区
か
ら

預
っ
た
開
通
百
年
記
念
誌
『
黒
川

堰
』
や
記
念
館
の
資
料
を
複
写
し

た
も
の
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

（
学
芸
員
　
田
中
寿
子
）

【
開
堰
の
歴
史
】

【
田
中
新
太
郎
た
ち
の
事
業
】

【
黒
川
堰
と
山
形
村
】

【
田
中
新
太
郎
・
児
玉
彦

助
遺
族
と
の
橋
渡
し
】
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平
成
十
三
年
八
月
七
日
、
須
坂

市
沼
目
の
勝
山
静
男
さ
ん
の
家
で

は
、
以
前
抱
え
持
立
犂
（
か
か
え

も
っ
た
て
す
き
）
を
使
っ
て
田
畑

を
耕
し
て
い
た
と
い
う
の
で
、
聞

き
取
り
調
査
に
で
か
け
ま
し
た
。

勝
山
さ
ん
の
お
話
に
よ
る
と
上

高
井
郡
で
は
、
昭
和
の
初
め
ま
で

抱
え
持
立
犂
が
使
わ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

わ
し
の
家
は
抱
え
持
立
犂
か
ら

〜
勝
山
静
男
さ
ん
に
聞
く
〜

長
野
県
へ
牛
馬
耕
の
技
術
が
入

っ
て
き
た
の
は
明
治
時
代
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
畜
力
利

用
は
、
運
搬
と
代
掻
き
だ
け
で
し
た
。

明
治
初
期
に
も
っ
と
も
農
法
が

進
ん
で
い
た
の
は
、
北
九
州
地
方

で
し
た
。
正
条
植
・
雁
爪
打
ち
・

短
冊
苗
代
・
塩
水
選
・
馬
耕
な
ど

が
す
で
に
発
達
し
て
い
ま
し
た
。

福
岡
の
林
遠
里
は
、
明
治
十
六
年

に
「
勧
農
社
」
を
組
織
し
て
延
べ

四
六
四
名
の
農
業
教
師
を
全
国
に

派
遣
し
ま
し
た
。

政
府
も
、
こ
の
よ
う
な
先
進
地

農
法
を
積
極
的
に
奨
励
し
ま
し
た
。

長
野
県
勧
業
課
は
、
勧
農
社
の

原
田
勝
三
郎
を
雇
い
、
米
作
改
良

試
験
教
手
と
し
、
農
商
係
員
清
水

三
男
熊
を
そ
の
監
督
と
し
て
明
治

二
十
五
年
か
ら
上
高
井
・
更
級
な

ど
篤
志
農
家
を
つ
の
っ
て
、「
伝

習
人
」
と
し
て
四
〇
ヵ
所
あ
ま
り

の
試
験
田
で
在
来
農
法
と
の
比
較

を
し
て
い
ま
す
。

原
田
勝
三
郎
は
、
長
野
県
に
赴

任
す
る
際
に
抱
え
持
立
犂
を
一
挺

持
参
し
て
い
ま
す
。

抱
え
持
立
犂
は
、
以
来
昭
和
の

初
期
ま
で
こ
の
上
高
井
で
使
わ
れ

続
け
て
来
た
も
の
で
し
ょ
う
。

小
県
郡
で
は
、
原
造
の
考
案
し

た
単

双
用
犂
が
明
治
三
十
四
年

か
ら
普
及
し
、
ま
た
佐
久
・
埴

科
・
更
科
・
諏
訪
・
安
曇
・
東
筑

摩
も
明
治
時
代
の
後
半
に
は
松
山

犂
な
ど
の
短
床
犂
が
定
着
し
ま
し

た
が
、
福
岡
農
法
を
い
ち
早
く
取

り
入
れ
た
上
高
井
郡
に
、
抱
え
持

立
犂
が
根
強
く
昭
和
の
初
期
ま
で

使
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
た
い
へ
ん

興
味
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

わ
し
の
父
は
鶴
始
（
つ
る
じ
）

と
い
う
名
で
、
明
治
十
七
年
生
ま

れ
。
昭
和
三
十
三
年
に
亡
く
な
っ

た
。
勝
山
ナ
オ
ヒ
サ
と
い
う
県
会

議
員
の
息
子
と
仲
が
よ
く
、
そ
の

県
会
議
員
が
福
岡
か
ら
抱
え
持
立

犂
を
父
に
買
っ
て
き
て
く
れ
た
。

そ
の
後
、
須
坂
の
棒
屋
（
踏
み
鋤

を
作
っ
て
い
た
職
人
）
が
抱
え
持

立
犂
を
真
似
て
つ
く
り
だ
し
た
の

で
、
抱
え
持
立
犂
の
二
台
め
は
そ

の
須
坂
の
棒
屋
か
ら
買
っ
た
。

終
戦
ご
ろ
ま
で
抱
え
持
立
犂
を

使
っ
て
い
た
。
抱
え
持
立
犂
は
、

麦
を
一
畝
ご
と
ひ
っ
く
り
返
し
た
。

俺
は
出
来
ね
え
け
ど
、
ま
だ
、
ま

だ
、
ま
だ
っ
て
堪
え
て
持
っ
て
土

を
返
し
て
い
っ
た
。
俺
の
親
父
は
、

背
は
小
さ
い
が
抱
え
持
立
犂
を
使

う
の
は
上
手
だ
っ
た
。
村
で
い
ち

ば
ん
最
後
ま
で
使
っ
て
い
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、

終
戦
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
抱

え
持
立
犂
だ
っ
た
。

抱
え
持
立
犂
が
こ
の
あ
た
り
で

ず
っ
と
使
わ
れ
続
け
て
い
た
の

は
、
巾
広
く
掘
り
起
こ
せ
た
か
ら

だ
と
思
う
。
わ
し
が
犂
で
や
れ
ば
、

二
回
く
ら
い
行
か
な
い
と
い
け
な

い
と
こ
ろ
、
親
父
な
ら
一
回
で
で

き
た
。
傾
け
加
減
で
一
尺
く
ら
い

の
巾
を
掘
り
起
こ
せ
た
。

そ
の
後
、
双
用
犂
を
使
う
よ
う

に
な
っ
た
が
、
こ
の
あ
た
り
は
ネ

バ
の
土
な
ん
で
、
上
田
犂
で
は
外

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
松
山
の
犂
は

良
か
っ
た
。
畜
力
犂
は
、
こ
の
あ

た
り
で
は
昭
和
二
十
八
年
ご
ろ
ま

で
使
っ
て
い
た
。

わ
し
は
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら

昭
和
二
十
八
年
ま
で
競
犂
会
（
き

ょ
う
り
か
い
）
に
毎
年
出
て
い
た
。

塩
田
・
野
沢
・
伊
那
・
安
曇
・

須
坂
の
井
上
や
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
を
競
犂
会
で
歩
い
た
。

塩
田
で
競
犂
会
が
あ
っ
た
時
に
、

芯
が
ず
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
松

山
の
社
長
さ
ん
の
家
に
言
っ
て
飯

ま
え
に
見
て
も
ら
い
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
金
縁
の
め
が
ね
を

か
け
た
お
じ
い
さ
ん
で
、「
飯
を
食

っ
て
い
け
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た

も
ん
で
、
朝
飯
を
ご
ち
そ
う
に
な

っ
た
。

競
犂
会
の
時
の
犂
は
双
用
で
は

【
競
犂
会
に
出
場
し
て
い
た
頃

の
こ
と
】

【
抱
え
持
立
犂
の
利
点
】

【
抱
え
持
立
犂
が
長
野
県
に

入
っ
て
き
た
の
は
】

【
勝
山
静
男
さ
ん
の

聞
き
取
り
調
査
】
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な
く
て
、
単
用
だ
っ
た
。
当
日
に

い
ろ
い
ろ
な
指
示
が
出
て
、
土
を

割
る
の
に
六
往
復
で
割
る
と
か
八

往
復
で
割
る
と
か
、
土
を
盛
る
の

も
十
回
で
盛
る
と
か
十
二
回
で
盛

る
と
か
指
示
が
出
て
、
最
後
に
は

掘
り
起
こ
し
た
底
が
平
に
な
っ
て

い
る
か
土
を
掘
っ
て
検
査
さ
れ
た
。

一
等
は
絶
対
に
男
に
は
く
れ
な

か
っ
た
。
た
い
て
い
上
伊
那
か
下

伊
那
の
娘
さ
ん
た
ち
に
や
る
ん
だ
。

上
伊
那
･
下
伊
那
か
ら
出
場
す

る
選
手
は
大
体
女
の
人
で
、
み
ん

な
威
勢
が
よ
か
っ
た
。
あ
っ
ち
の

方
で
は
、
犂
が
上
手
だ
と
い
い
と

こ
ろ
に
嫁
さ
ん
に
い
け
る
と
い
う

の
で
、
競
犂
会
も
競
っ
て
出
て
い

た
よ
う
だ
。
犂
が
出
来
る
と
い
う

の
が
花
嫁
道
具
だ
っ
た
よ
う
だ
。

競
犂
会
に
来
て
い
た
の
は
、
結
婚

前
の
女
の
人
ば
か
り
だ
っ
た
。
顔

見
知
り
に
な
っ
て
「
あ
ん
た
、
ま

た
来
て
る
だ
か
い
」
な
ん
て
言
わ

れ
た
。

向
こ
う
へ
行
っ
て
は
、
実
行
委

員
長
さ
ん
の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ

た
。
試
合
は
一
日
だ
け
れ
ど
も
、

前
日
か
ら
行
っ
て
い
た
。
競
犂
会

を
す
る
田
は
、
町
や
郡
で
用
意
し

た
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。
何
枚
も

田
が
競
犂
会
の
た
め
に
用
意
さ
れ

て
い
て
、
ひ
と
り
が
犂
を
牽
く
の

は
四
十
五
坪
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
ほ

と
ん
ど
の
競
犂
会
で
は
、
稲
の
切

り
株
が
並
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、

斜
め
に
石
灰
で
白
線
が
四
角
く
描

か
れ
て
い
る
の
で
自
分
の
感
覚
を

頼
り
に
犂
を
か
け
た
。
競
犂
会
の

参
加
者
は
、
郡
で
予
選
会
に
合
格

し
た
者
が
行
っ
た
の
で
、
三
十
人

く
ら
い
集
ま
っ
た
。
わ
し
は
、
下

高
井
の
農
協
の
技
術
員
と
地
方
事

務
所
の
畜
産
課
の
獣
医
と
一
緒
に

行
っ
た
。
馬
は
現
地
調
達
だ
っ
た

が
、
昭
和
二
十
六
〜
二
十
七
年
ご

ろ
に
な
る
と
牛
が
多
く
な
っ
た
。

牛
や
馬
の
当
た
り
外
れ
も
あ
っ
て
、

田
起
こ
し
な
ん
か
し
た
こ
と
の
な

い
牛
な
ん
か
連
れ
て
き
て
、
牛
の

持
ち
主
が
手
綱
を
持
っ
て
歩
く
な

ん
て
こ
と
も
あ
っ
た
。

遠
く
へ
競
犂
会
に
行
く
時
は
、

犂
を
バ
ラ
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
縛

っ
て
手
荷
物
に
し
て
汽
車
に
乗
せ

て
行
っ
た
。
犂
の
刃
は
、
ヤ
ス
リ

を
か
け
て
磨
い
て
行
っ
た
。
松
山

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
直
し
て
も
ら
い

に
行
っ
た
時
も
、
刃
を
研
い
で
く

れ
た
。

競
犂
会
に
は
、
い
つ
も
松
山
の

犂
を
使
っ
た
。
最
初
、
上
田
犂
を

買
っ
た
が
全
然
だ
め
だ
っ
た
の
で

松
山
の
犂
に
買
い
換
え
た
。
伊
那

の
選
手
も
断
然
、
松
山
の
犂
を
使

っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。
高
北

を
使
っ
て
い
る
人
も
い
た
。
高
北

な
ど
は
メ
ー
カ
ー
が
宣
伝
を
兼
ね

て
見
に
来
て
い
た
。

戦
後
、
こ
の
あ
た
り
は
養
蚕
も

や
っ
て
い
た
の
で
桑
を
つ
く
っ
て

い
た
。
馬
を
こ
の
あ
た
り
で
は
六

〇
頭
く
ら
い
飼
っ
て
、
桑
を
運
ぶ

の
に
使
っ
た
。
冬
場
は
馬
の
仕
事

が
な
か
っ
た
が
、
父
は
昭
和
二
十

一
年
に
見
よ
う
見
真
似
で
運
送
の

馬
車
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
か
ら
流

行
り
始
め
て
み
ん
な
真
似
を
し
て

荷
車
を
作
っ
た
。

馬
は
、
桑
を
運
ん
だ
り
中
耕
除

草
に
使
っ
た
の
が
最
後
だ
っ
た
。

ガ
ー
デ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
を
買
う

昭
和
二
十
八
年
ま
で
馬
を
飼
っ
て

い
た
。
そ
の
後
、
馬
を
処
分
す
る

の
に
馬
喰
（
ば
く
ろ
う
）
に
売
っ

た
。
馬
は
そ
の
後
、
屠
殺
し
て
食

肉
に
な
る
と
い
う
の
で
、
家
中
で

泣
い
て
悲
し
ん
だ
。
鞍
や
道
具
も

見
れ
ば
未
練
が
る
か
ら
、
み
ん
な

焚
い
て
し
ま
っ
た
。
犂
だ
け
残
っ

た
。農

機
具
は
、
男
一
人
に
女
五
人

の
兄
弟
だ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
親

父
は
大
概
の
も
の
は
買
っ
て
く
れ

た
。耕

耘
機
を
買
っ
た
の
は
、
村
で

も
初
め
だ
っ
た
。
耕
耘
機
を
運
転

す
る
た
め
に
昭
和
二
十
八
年
に
運

転
免
許
を
取
っ
た
。
当
時
は
、
耕

耘
機
の
音
が
う
る
さ
い
か
ら
「
ニ

ワ
ト
リ
が
卵
を
産
ま
な
く
な
る
」

な
ん
て
苦
情
を
言
わ
れ
た
。

親
父
は
昭
和
三
十
三
年
に
亡
く

な
っ
て
、
火
葬
し
た
の
は
、
新
し

く
火
葬
場
が
で
き
て
二
番
目
だ
っ

た
が
、
お
骨
を
お
寺
に
納
め
に
行

く
の
に
も
ガ
ー
デ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

だ
っ
た
。

若
新
田
の
親
戚
に
嫁
呼
び
で
招

待
さ
れ
た
と
き
も
、
す
ご
い
山
道

だ
っ
た
け
れ
ど
も
ガ
ー
デ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
で
行
っ
た
。
あ
の
頃
は
、

ガ
ー
デ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
を
乗
用
車

の
よ
う
に
し
て
使
っ
て
い
た
。

抱
え
持
立
犂
を
買
っ
た
の
は
、

じ
い
さ
ん
で
は
な
く
て
、
親
父
の

鶴
始
（
つ
る
じ
）
で
大
正
の
末
か

ら
昭
和
の
初
め
頃
で
は
な
い
か
と

思
う
。（
談
）

【
馬
を
最
後
に
処
分
し
た
時
は
、

せ
つ
な
か
っ
た
】

【
ガ
ー
デ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
を
買

っ
た
の
は
村
で
最
初
だ
っ
た
】

「
製
造
○ヤ

上
高
　
藤
本
屋
　
須
坂
町

請
合
」

の
焼
印
が
あ
る

双用犂
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県
外
（
含
外
国
）

七
五
・
〇
％

東
信
　
　
　
　
　
　
十
九
・
五
％

北
信
　
　
　
　
　
　
　
三
・
二
％

中
信
　
　
　
　
　
　
　
〇
・
〇
％

南
信
　
　
　
　
　
　
　
三
・
三
％

評
議
員
　
　
　
　
石
川
孝
之
氏

石
川
氏
は
当
記
念
館
創
設
以
来

頭
書
の
役
職
に
務
め
ら
れ
運
営
に

ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
哀
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◎
平
成
十
三
年
度
の
文
化
講
演
会

は
、
九
月
二
十
九
日
に
決
定
し
ま

し
た
。
講
師
は
㈱
サ
ン
ラ
イ
ズ
プ

ロ
パ
ー
勤
務
（
元
農
林
水
産
省
筑

波
事
務
所
所
長
）
渡
邉
　
昇
氏
。

テ
ー
マ
は
「
移
り
変
り
百
年
（
耕

心
者
百
世
之
師
）」

講
師
に
株
式
会
社
松
本
微
生
物
研
究

所
社
長
牧
　
孝
昭
氏
を
お
招
き
し
て
「
土

の
微
生
物
と
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え

る
」
を
演
題
に
平
成
十
二
年
九
月
二
十

九
日
午
後
三
時
か
ら
松
山
株
式
会
社
三

階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
聴
講
者
一
五
三
人
）

講
演
会
に
先
立
ち
主
催
者
代
表
と
し

て
、
専
務
理
事
西
尾
和
実
氏
が
ご
挨
拶
、

今
回
講
演
会
の
ご
後
援
を
頂
い
た
丸
子

町
・
丸
子
町
教
育
委
員
会
を
代
表
と
し

て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
鷹
野
秀
夫
教
育

長
様
と
、
本
日
の
講
師
牧
　
孝
昭
氏
に

お
礼
を
述
べ
ら
れ
て
、
こ
の
松
山
記
念

館
の
運
営
の
母
体
の
ひ
と
つ
で
ご
ざ
い

ま
す
松
山
㈱
は
、
い
わ
ゆ
る
土
に
働
き

か
け
を
い
た
し
ま
す
農
業
機
械
を
主
体

に
営
業
を
続
け
て
お
り
、
最
近
農
産
物

の
安
全
性
に
つ
い
て
消
費
者
か
ら
強
い

要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
有
機
農
業
あ
る

い
は
持
続
的
農
業
と
言
わ
れ
て
お
り
何

れ
に
し
て
も
農
業
と
土
と
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
状
態
に
有
る
中
で
、
牧
様
に

土
を
良
く
す
る
・
土
を
健
康
に
す
る
・

そ
し
て
ま
た
健
康
を
維
持
す
る
と
い
う

面
か
ら
も
主
役
で
ご
座
い
ま
す
微
生
物

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
頂
き
な
が
ら
今

後
の
農
業
の
進
め
方
向
を
ご
講
演
を
お

願
い
し
ま
し
た
の
で
、
最
後
ま
で
ご
静

聴
を
お
願
い
し
ま
す
と
理
事
長
に
代
わ

り
開
会
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
鷹
野
教
育
長
も
、
本
日
の
「
土

の
微
生
物
と
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え

る
」
は
、
皆
様
と
共
に
、
心
を
耕
す
一

日
に
な
り
ま
す
よ
う
期
待
を
も
っ
て
町

民
の
た
め
に
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て

頂
い
た
松
山
記
念
館
の
ご
努
力
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
挨
拶
さ
れ
た
。

「
微
生
物
と
は
」
か
ら
講
演
に
入
り
、

「
微
生
物
の
起
源
・
大
き
さ
・
性
質
・

特
質
」「
土
の
中
の
微
生
物
」「
農
業
と

微
生
物
」「
土
壌
障
害
と
微
生
物
」「
農

業
に
よ
る
環
境
汚
染
」
等
々
沢
山
の
項

目
ご
と
に
細
か
に
解
り
や
す
く
説
明
さ

れ
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
視
点

と
し
て
二
点

・
安
全
で
お
い
し
い
農
作
物
つ
く
り

・
人
間
や
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

を
あ
げ
ら
れ
て
講
演
を
終
了
し
た
。

平
成
十
三
年
二
月
二
日

協
同

サ
ー
ビ
ス
二
階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

平
成
十
二
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
と
平
成
十
三
年
度
事
業
計

画
と
同
年
の
予
算
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
引
続
き
役
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
改
選
を
行
っ
た
。

理
事
七
人
の
う
ち
六
人
は
再
任

一
人
退
任
、
新
た
に
一
人
が
選
任

さ
れ
、
評
議
員
十
二
人
中
三
人
が

退
任
さ
れ
、
九
人
が
再
任
、
一
人

が
選
任
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
役
員

◎
理
事
長
（
館
長
）
松
山
　
徹

専
務
理
事
　
　
　
松
山
　
信
久

理
事
　
　
　
　
　
西
尾
　
和
実

同
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
眞
平

同
　
　
　
　
　
　
高
木
　
春
郎

同
　
　
　
　
　
　
滝
沢
太
三
雄

同
　
　
　
　
　
　
村
岡
　
進

◎
監
事
　
　
　
　
　
綿
谷
　
光
男

同
　
　
　
　
　
　
小
林
　
利
彦

◎
評
議
員
　
　
　
　
桜
井
一
二
三

同
　
　
　
　
　
　
三
吉
　
治
敬

同
　
　
　
　
　
　
中
山
　
忠
義

同
　
　
　
　
　
　
高
野
　
知
久

同
　
　
　
　
　
　
勝
野
　
和
人

同
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
孝
夫

同
　
　
　
　
　
　
関
　
　
賢
治

同
　
　
　
　
　
　
福
井
　
努

同
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
毅

同
　
　
　
　
　
　
松
山
志
津
江

◎
運
営
委
員
は
引
き
続
き
七
名
に

よ
る
構
成
と
す
る
。

◎
記
念
館
人
事

二
月
三
日
付
発
令

退
任
　
事
務
長
　
小
林
雄
三
郎

新
任
　
事
務
長
　
平
本
　
実

平
成
十
三
年
度
入
社
の
松
山
株
式

会
社
新
入
社
員
が
家
族
と
と
も
に

記
念
館
を
訪
れ
、
創
業
以
来
の
歴

史
の
重
み
を
実
感
さ
れ
た
。

文
化
講
演
会
開
催

第
十
一
回
理
事
会
・
第
十
二
回

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た

新
入
社
員
の
研
修
見
学

第９回

編
　
集
　
後
　
記

平
成
十
二
年
度
当
館
見
学
者

逝
去
の
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す


